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 標題の言葉は、カント[1]の墓に刻んである言葉で、
カントの著作「実践理性批判」の結びの言葉「我が上
なる星空と、我が内なる道徳法則、我はこの二つに畏
敬の念を抱いてやまない。」からの引用である。カント
は若い時、天体の研究をしており、ニュートン力学に
精通していた。夜空の星々の美しさと、星々の運行の
背後にある普遍的な自然法則に対して畏敬の念を感
じていた、といわれる。都市では夜空の星を見るのは
難しいが、SPring-8 の中央管理棟の屋上からは夜空の
星々を楽しむことができ、カントが抱いた畏敬の念を
現代においても体験することができる。その光景は不
思議そのもので、宇宙・自然の原理や、宇宙の大きさ・
始まりへの興味は尽きない。自然科学に関わる多くの
研究者は、私自身を含めて、「我が上なる星空」に類す
る自然への畏敬の念が、その出発点になっている。 
 ところで、カントは宇宙・自然の原理では説明でき
ないものが、人間行為の中にあることに気が付いた。
そして、彼は人文科学へと研究を進めていった。カン
トは、そこにも原理や法則があると考えた。そして、
彼はそれを「道徳法則」、あるいは、「自律（自由）の
原理」と言った。人文・社会科学に関わる多くの研究
者にとって、「道徳法則」、あるいは、「自律（自由）の
原理」に類する法則・原理に対する畏敬の念が、その
出発点になっているのではないかと推測する。 
 かつて文科省の発表が、文系不要論と受け止められ
社会的に大きな騒ぎになった。私もそれを目にして大
変残念に思ったことを思い出す。私は、理系と文系は
同じく重要であると考えている。お互いをパートナー
として、各々が「我が上なる星空の法則」（外的真理）
と「我が内なる道徳法則」（内的真理）を探究し、その
実践を通して SDGs の目標実現に取り組んで行く必
要がある。 
 現在、人類に対する最も大きな脅威は、「気候変動」
と「戦争・紛争」による生存と平和に対する脅威だと
考えている。これらの脅威に対しては、自然科学と人
文・社会科学の連携による総合力を通して、人類の不
変の法則（Immutable Laws of Mankind）[2]・普遍的
に共有される価値観（Universally Shared Values）[3]

を模索して、問題解決に向けて対応して行く必要があ
る。 
 では、SPring-8/SACLA/NanoTerasu の運営・利用
推進業務に関わる JASRI は、上記の脅威に対して何
ができるのか？ 
 できることは限られているかもしれない。たとえそ
うであったとしても、上記の脅威を他人事だと思って
はならない。地道ではあるが、下記の事柄、即ち、
SPring-8・SACLAグリーンファシリティ宣言[4]、JASRI
設置の目的[5]、JASRI VISION 2030 における「安全で
安心な研究環境と職場環境を創る」[6]、「インテグリテ
ィ」[7]、の趣旨を心に刻んで、日々の業務に取り組む必
要がある。私は、生み出すべき価値を共有してステー
クホルダーと連携することを今ほど重要と感じるこ
とはない。このことを、皆さんと是非共有したい。 
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